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１ 期     日  令和５年８月２４日（木） 

２ 場     所  教育研究所５階研修ホール 

３ 開     会    午後２時００分 

６ 会議録署名委員  伊 藤 華 英 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 出 席 委 員 教   育   長 竹 居 秀 子 

 教育長職務代理者 大 谷 幸 男 

 委            員 石 田 有 世 

 委            員 武 川 行 秀 

 委      員 伊 藤 華 英 

５ 議場に出席した者 副教育長 栗 原 章 浩 

 管理部長 髙 木 泰 博 

 学校教育部長 野 津 吉 宏 

 生涯学習部長 辻   美由紀 

 生涯学習総合センター館長 岸   聖 一 

 学校教育部参事兼教職員人事課長 髙 山 裕 子 

 学校教育部参事兼特別支援教育室長 長谷場 明 博 

 学校教育部参事兼高校教育課長 神 田 剛 広 

 学校教育部参事兼教育研究所長 深 津 健太郎 

 生涯学習部参事兼生涯学習総合センター副

館長 

中 村 和 哉 

 教育財務課長 野 口 秀 俊 

 学校施設整備課長 田 嶋 真 二 

 学校施設管理課長 溝 上 靖 朗 

 指導２課長 青 木  貴 

 さいたま市立浦和高等・中学校長 吉 野 浩 一 

 さいたま市立浦和南高等学校長 田 邉 広 昭 

 さいたま市立大宮北高等学校長 根 岸 君 和 

 さいたま市立大宮国際中等教育学校長 関 田  晃 
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７ 議事等の概要 

竹居教育長 

 

 

書記 

 

竹居教育長 

 

 

 

 

 

 

各委員 

 

竹居教育長 

 

 

 

それでは、ただいまから教育委員会会議を開会いたします。 

本日は、傍聴を希望する方は、いらっしゃいますか。 

 

おりません。 

 

本日の会議録の署名委員は、伊藤委員にお願いいたします。 

本日の議案については、報告第２０号、議案第６８号は議会に関

する案件、その他は国が市町村のみに公開している情報であり、市

情報公開条例第７条第６号に規定する不開示情報に該当する案件、

及び個人情報を含む案件であることから、非公開とすることをお諮

りしたいと思いますが、委員の皆さんいかがでしょうか。 

 

＜異議なし＞ 

 

それでは、出席委員全員の賛成をいただきましたので、報告第２

０号、議案第６８号、その他は非公開といたします。 

会議の順番ですが、議案第６９号、議案第７１号、議案第７０

号、報告第２０号、議案第６８号、その他の順番で審議することと

いたします。 

 

議案第６９号 さいたま市教職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例施行規則

の一部を改正する規則の制定について 

 

竹居教育長 

 

 

教職員人事課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでは議案第６９号について、事務局から説明をお願いしま

す。 

 

議案書の１６ページを御覧ください。 
それでは、議案第６９号「さいたま市教職員の勤務時間、休日及

び休暇に関する条例施行規則の一部を改正する規則の制定につい

て」、議案書の１６ページから２０ページにより御説明させていただ

きます。 
議案書の２０ページを御覧ください。 
まず、提案理由でございますが、本議案は、病気休暇を取得した

教職員の復職後の安定的な勤務の実現及び職場における公務能率の

確保を目的に、病気休暇の通算判定期間を延長する改正を行うもの

でございます。 
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竹居教育長 

 

石田委員 

 

教職員人事課長 

 

 

大谷委員 

 

 

 

 

改正の概要といたしましては、病気休暇の通算判定期間を、実勤

務日数２０日から３月に改めるものでございます。 
まず、病気休暇の通算判定期間について、御説明と補足をさせて

いただきます。２０ページ中段の※印部分を御覧ください。 
病気休暇の通算判定期間とは、病気休暇から復職した教職員が再

度の病気休暇を取得した場合における、前後の病気休暇の日数を通

算するか判断するための基準でございます。現行は実勤務日数２０

日となっております。 
下に記載した例をもとに御説明いたします。 
前提としまして、病気休暇は合計で９０日間取得可能なものです

が、仮に６０日間の病気休暇を取得した職員が仕事に復帰し、１０

日間の実勤務を経て、再び病気休暇を取得したとします。その場

合、病気休暇の通算判定期間である実勤務日数２０日を経過してい

ないため、当初取得した６０日間の病気休暇と復帰後の病気休暇が

通算されることとなり、取得可能な９０日間から、既に取得した６

０日間を引いた、残り３０日間が取得の限度となる、というもので

ございます。 
今回の改正は、この病気休暇の通算判定期間を、実勤務日数２０

日から３月に延長するものです。 
現行の通算判定期間は２０日間と短期間であるため、病状の回復

が十分でない状態で復職し、２０日間の勤務を経て再度病気休暇を

取得する者が見受けられるという課題もございました。今回、市長

部局が同様の改正を行うため、さいたま市全体で基準を合わせる必

要があり、改正を行うものでございます。 
施行期日は令和５年１０月１日です。 
説明は以上でございます。御審議の程、よろしくお願いします。 
    

何かありますか。 

 

 さいたま市以外も、現状としては同様の扱いになっていますか。 

  
 政令市では、半数ほどが通算判定期間を３月以上としており、それ

以外は自治体ごとに様々です。 
  
 病気休暇９０日を経ると、休職という扱いになりますよね。休職に

入ると、フルタイムの代員を充てることになると思いますが、病気休

暇の期間については、非常勤の職員で賄うことになるのでしょうか。

このあたり、改正によってどのような影響が出るでしょうか。 
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教職員人事課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

竹居教育長 

 

 

 

各委員 

 

竹居教育長 

 委員御指摘のとおり、職員が休職に入れば、フルタイムの代員を充

てることができます。現状では、病気休暇を繰り返される先生に対し

て、代員を充てることが難しい状況がございます。無理をして復帰さ

れても、また病休を繰り返されるのであれば、安心して、しっかりと

お休みいただいて治していただくのがよいと思いますし、長期の休職

に入られたとしても、代わりの先生を充てて子どもの学習保障をしな

がら、先生には安心して休んでいただける環境を整えていきたいと考

えております。 
 

他に何かありますか。 

それでは、議案第６９号につきましては、原案のとおりとしてよ

ろしいですか。 

 

＜異議なし＞ 

 

出席委員全員の賛成により、議案第６９号は原案のとおり可決さ

れました。 
 

議案第７１号 令和６年度当初さいたま市立学校教職員人事異動の方針について 

 

竹居教育長 

 

 

教職員人事課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

続きまして、議案第７１号について、事務局から説明をお願いし

ます。 

 

議案第７１号「令和６年度当初さいたま市立学校教職員人事異動

の方針について」、議案書の２３ページから２５ページにより御説明

申し上げます。２５ページを御覧ください。 

人事異動方針につきましては、これまでも委員の皆様から御意見

をいただきながら、本市の現状を踏まえ、整理してまいりました。

今年度も、引き続き「教育委員会が全市的な視野等から異動が適切

と考えれば、異動させること」を念頭に置き、適切に実施してまい

りたいと考えております。 

それでは説明いたします。 

リード文でございますが、昨年度同様「第２期さいたま市教育振

興基本計画」の具現化を目指すこと、児童生徒が生き生きと学校生

活を送り、学校教育に対する市民の期待に応えることを、明記しま

した。 

リード文に続きまして、具体の方針が６項目ございます。 

１項目目でございますが、人事の一番の基本である「各学校の気

風の刷新」と「組織の充実と活性化」をあげ、各学校の課題解決や
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竹居教育長 

 

大谷委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校長の経営理念の実現に向け、教育委員会の権限で適材を適時に適

所に配置するという方針でございます。 

２項目目でございますが、教職員組織に学校間格差が生じないよ

う、全市的な視野で、各学校の課題に応じた人事異動を行い、教育

の機会均等を図るという方針でございます。 

３項目目でございますが、各学校の教職員構成の適正化に配慮す

るために、例えば、「一度に多数の教員が異動して、その学校の教育

活動の継続性が保たれない。」あるいは「よき伝統が継承されな

い。」などということがないよう、長期的な展望をもち、各学校の特

色や教職員の職務経験等を考慮し、計画的に異動を行うという方針

でございます。 

４項目目でございますが、校種間の人事異動について、小・中・

高等・中等教育・特別支援学校の特色を相互に理解し、専門性や系

統性を踏まえた教育の充実を図ることで、１２年間の学びの連続性

を強化するため、より積極的に推進するという方針でございます。 

５項目目は、「人事交流」「県との人事異動」に関する方針でござ

います。令和６年度も、国立大学法人埼玉大学附属学校、東京学芸

大学附属学校、川口市立高等学校、川越市立川越高等学校との人事

交流を実施いたします。また、埼玉県内の市町村学校及び県立学校

との人事異動を実施いたします。これらについては、関係機関と協

議の上、実施をいたします。 

６項目目でございますが、自然体験活動の充実を図るため、令和

６年度当初人事異動に合わせて、適材を公募により舘岩少年自然の

家に配置いたします。 

説明は以上でございます。御審議の程、よろしくお願いします。 

 

何かありますか。 

 

人事異動というのは、教育委員会の権限と責任において行うべきも

のであると考えています。学校のため、子どもたちのために、例えば

その教員が当該学校１年目の教員であっても、異動が必要とあれば、

きちんと行うべきだろうと思っています。３年間は異動させられない

だとか、そういうことではなく、踏み込んでやっていただきたいと思

います。また、各学校を訪問してみると、年齢構成や男女の偏りなど

が実際にあるのですね。各学校の教職員構成の適正化ということで、

取り組めることはすぐにでも取り組んでいただきたいと思います。 
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竹居教育長 

 

 

 

教職員人事課長 

 

 

 

 

竹居教育長 

 

伊藤委員 

 

 

 

教職員人事課長 

 

 

 

 

 

伊藤委員 

 

 

 

 

高校教育課長 

 

 

 

 

竹居教育長 

 

 

 

各委員 

 

 

 

１点目については、私からお答えいたします。教育委員会の権限と

責任において、学校、地域、子どもの実情に応じて、しっかりと見極

めて、人事異動に反映させていきたいと思います。 

 

 ２点目につきましては、実際に学校間で偏りがあることは承知して

いるところでございます。人事異動に際しては、校長からの人事ヒア

リングを通じて、校長の具申をしっかりと聴いております。全市的な

視野に立って、適正化を図れるようにしっかりと行ってまいります。 

  

他に何かありますか。 

 

人事交流をする学校が列挙されていますが、これはどのように決め

ているのでしょうか。また、具体的に人事交流とはどのようなことを

するのでしょうか。 

 

例えば、埼玉大学附属小学校は同じさいたま市内の国立の学校とい

うこともあり、子どもたちの教育のため、お互いの知見を共有するこ

とで、教員の資質能力の向上を図れるものと考えております。また、

人事交流とは、一定期間、期限付きでお互いの先生を交流させるとい

うもので、異動という意味合いと変わりません。 

 

さいたま市と関係性のある自治体、学校との間での交流ということ

だと思いますが、今後、さいたま市と人事交流を行いたいという自治

体が増えてくるかもしれませんので、積極的な交流を行うことで、教

員の資質の向上につながるのではないかと思います。 

 

補足になりますが、川越市、川口市が市立の高校を持っていますの

で、高校間の交流を進めているものです。また、大宮国際中等教育学

校ですが、国際バカロレアを実施している都内の学校１校との交流を

行っております。 

 

他に何かありますか。 

それでは、議案第７１号につきましては、原案のとおりとしてよ

ろしいですか。 

 

＜異議なし＞ 
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竹居教育長 出席委員全員の賛成により、議案第７１号は原案のとおり可決さ

れました。ここで事務局の入替えを行います。準備ができ次第、再

開いたします。 

 

議案第７０号 令和６年度使用さいたま市立各高等学校・中等教育学校（後期課

程）用教科用図書の採択について 

 

竹居教育長 

 

 

高校教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでは再開します。議案第７０号について事務局から説明をお

願いします。 

 

それでは、議案第７０号「令和６年度使用さいたま市立高等学

校・中等教育学校（後期課程）用教科用図書の採択について」を御

説明いたします。 
まず、提案理由でございます。 
高等学校及び中等教育学校の後期課程、以下「４校」といたしま

すが、こちらで使用する教科書につきましては、教科書の採択権者

である教育委員会が、年度毎、学校毎に教科書を採択することとな

っておることから、議案として提出するものです。 
この採択に係る関係法令は、お手元の資料６９ページ、（４）採択

の権限、（５）採択についてのとおりでございます。 
議案提出に至る、本日までの流れを御説明いたします。 
資料７０ページ、「２ さいたま市立高等学校・中等教育学校（後

期課程）の教科書採択の仕組みとスケジュール」を御覧ください。 
まず、４校では、５月から７月までの期間、校長を委員長とする 

「教科書選定委員会」を設置しまして、調査・研究を綿密に実施

し、各校の特色や生徒の実態に即した教科書を選定いたしました。 
特に、令和６年度は、全ての学年で、「新しい学習指導要領」に基

づく、新しい教育課程が揃います。高等学校では、新しい学習指導

要領への移行は、令和４年から年次進行してまいりましたので、来

年に、完成年度を迎えます。 
「新しい学習指導要領」には、主体的・対話的で深い学びを実現

するよう明示されており、事務局としても、４校に、教育課程の編

成などで、助言してまいりました。 
選定の詳細は、資料１ページ「さいたま市立浦和高等学校」、１８

ページ「さいたま市立浦和南高等学校」、３４ページ「さいたま市立

大宮北高等学校」、５１ページ「さいたま市立大宮国際中等教育学校

（後期課程）」となってございます。 
御説明の順番は、浦和高校、浦和南高校、大宮北高校、大宮国際

中等教育学校の順でよろしいでしょうか。 
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竹居教育長 

 

 

浦和高等学校長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
はい、結構です。それでは、浦和高等学校長から説明をお願いし

ます。 
    

お手元の資料の２ページから１７ページまでが、本校の資料とな

ります。 

はじめに、３ページの「令和６年度使用教科書選定方針」を御覧

ください。 

本校の教育理念や教育目標の実現に向け、生徒一人一人の能力や

個性の伸長を図り、高い進学希望を叶える教育課程を編成して授業

を展開しており、選定方針の作成に当たりましては、本校生徒の学

習に相応しい教科書を選ぶという視点で進めました。 

次に、４ページから６ページが「令和６年度使用教科書選定一覧

表」、７ページから１６ページが「令和６年度使用教科書選定理由

書」になります。 

新規に選定した教科書は、学習指導要領改訂に伴い新教育課程と

なり改訂された、令和４年度入学の現２年生が来年度３年次に使用

する教科書１３冊となります。 

令和６年度新たに入学する１年次の教科書及び令和５年度入学の

現１年生が来年度２年次に使用する教科書はすべて継続とし、1 年

は１７冊、２年は１８冊、合計４８冊の教科書となります。 

続けて、選定の手続きを御説明いたします。 

１７ページの「令和６年度使用教科書選定概要報告書」を御覧く

ださい。 

新学習指導要領に則った上で、１の学校教育目標及び２の目指す

学校像を踏まえ、３の教科書選定委員会を組織し、選定を進めまし

た。 

当然ながら、教科書等の執筆に携わっている教職員は委員として

任命しておりません。 

４の選定の経過にありますように、教科書選定の方針を職員会議

で校長から全教職員に周知し、各教科から提出された選定案及び選

定理由を確認し、校長決裁を経て、議案書のとおり提出させていた

だいたところです。 

決裁に当たりましては、市立浦和の校長として、本校生徒の学力

向上に役立ち、大学入試にも対応できるもの、特に本校にふさわし

い高いレベルの学習活動に適しているかどうかを重視し、判断いた

しました。 

なお、新教育課程の年次進行に伴い、本校では高入生のみ文理選

択としていたものを内進生にも導入し、生徒のニーズに応じた科目
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竹居教育長 

 

石田委員 

 

 

 

 

 

 

浦和高等学校長 

 

 

 

選択ができるようにしております。また、生徒同士の学び合いを深

めるため、内進生、高入生の別なく、すべて同じ教科書を選定する

こととしております。 

ここで、選定した教科書について、いくつか御説明いたします。 

国語では１、２年次と第一学習社の教科書を使用してきました

が、３年次では、少しでも多くの作品に触れてほしいため、掲載作

品数の多い東京書籍の「文学国語」７０１を選定いたしました。 

公民の３年次には、課題探求的な学習に適した構成となってお

り、本校の「総合的な探究の時間」のテーマの一つにしているＳＤ

Ｇｓについても、わかりやすく示されている第一学習社の「政治経

済」７０６を選定いたしました。 

情報の３年次には、表計算マクロと JavaScript、Python の 3 つの

プログラム言語を扱い、実習が豊富な数研出版の「情報ⅠNext」７

０９を選定いたしました。 

なお、大学入学共通テストに新設される科目「情報」への対応

は、本校では１年次にプログラムの基礎やワードなどの基本ソフト

の使い方を、２年次にはさらに発展させた「プレ情報Ⅰ」と題し、

情報科教員が作成した学習資料を配付し、授業や総合的な探究の時

間で実際に使いながら身に付け、３年次の授業で、プログラミング

などより実践的な学習することで、共通テストの対策にも効果があ

ると考えております。 

他の教科書についても、本校の生徒の学びにふさわしいかどうか

を慎重に検討し、選定しております。 

私からの説明は以上です。採択に向けた、御審議をお願いいたし

ます。 

 

それでは、委員の皆様、御意見や御質問はありますか。 

 

公共と倫理では実教出版の教科書を選定しているようですが、政治

経済では第一学習社を選定していらっしゃいました。同じ実教出版で

はないのかなと思い、第一学習社の政治経済の教科書を拝見しました

ところ、御説明にあったとおり、ＳＤＧｓについて非常に詳しく分か

りやすく書かれておりました。これはベストな選択だと思います。や

はり、そうした意図での選定でしょうか。 

 

はい、おっしゃるとおりでございます。 
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大谷委員 
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各委員 

 

竹居教育長 
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浦和高等学校の場合、内進生と高入生がいますが、同じ教科書を使

用するとのことでした。内進生と高入生のクラスは別々であるため、

今後、別々の教科書を使うような議論はあるのでしょうか。 

 

旧教育課程では、理科の教科書について別々のものを使用しており

ました。 

新しい学習指導要領のもとで新たな教育課程を作成するに当たり、

生徒同士の学び合いや、補習においても同じ教科書を使うほうが効果

的であると判断いたしました。 

選択科目においては、内進生と高入生が混ざって学習を行うことか

らも、同じ教科書を選定しているところでございます。 

 

他にありますか。 

それでは、学校ごとに採択を行いたいと思います。浦和高等学校の

教科書につきましては、原案のとおり採択してよろしいですか。 

 

＜異議なし＞ 

 

続いて、浦和南高等学校長から説明をお願いいたします。 

 

お手元の資料の１８ページから３３ページが、本校の資料でござい

ます。 

本校の教科書選定の経緯について、説明させていただきます。 

はじめに、１９ページの「令和６年度使用教科書選定方針」を御覧

ください。本校の学校教育目標の実現に向け、確かな学力の定着や大

学進学のための実力錬成のために記述や資料などが生徒に理解しやす

いものであるとともに、導入や題材、論の工夫がなされ、効果的な内

容になっていることを重視し、本校の生徒の学習に相応しい教科書を

選定する視点で取り組みました。 

２０ページから２１ページまでが「令和６年度使用教科書選定一覧

表」、２２ページから３１ページまでが「令和６年度使用教科書選定

理由書」でございます。 

新規教科書を１３冊、継続で３４冊の教科書を選定いたしました。 

３２ページの「使用教科書選定概要報告書」を御覧ください。中段

の３にございます教科書選定委員会を組織し、選定方針を伝え、各教

科からの原案に基づき、選定理由の確認を行い、校長の責任の下、選

定案の決裁をいたしました。なお、教科書選定委員会に教科書等の執

筆に係る教員はおりません。 
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新規に選定いたしました英語コミュニケーションⅢ、情報Ⅱ、継続

して選定いたしました公共を例に御説明いたします。 

まず、英語コミュニケーションⅢにつきましては、２９ページの３

段目を御覧ください。２２点の教科書の中から桐原書店の

「Heartening English Communication Ⅲ」を選定しております。

３年次生全員が使用することになります。 

取り上げられている題材は、日常的な話題や社会的な話題について

幅広い視点からやり取りや発表、書く活動を行うことができるよう

に、ＳＤＧｓに関連する話題が多く取り上げられています。 

資料画像や図表が豊富で分かりやすく、生徒の理解を助けます。多

くのページにＱＲコードが記載されており、家庭学習時も発音を自由

に確認できます。また、４技能をバランスよく取り扱うことができる

よう工夫されています。 

次に、情報Ⅱにつきましては、３０ページ４段目を御覧ください。

３点の中から東京書籍「情報Ⅱ」を選定しております。本校では３年

次に選択科目として履修いたします。 

実習編・理論編・活用編・資料編に分かれており、生徒の実態に応

じて、それぞれの内容を組み合わせて授業が展開できます。活用編で

は、問題解決の手法やツールについて詳細に解説しており、総合的な

探究の時間の学びなどにも役立ちます。 

実習題材が多く、プログラミング教育にも配慮されています。挿入

されている資料データも比較的新しいものが多く、説明がしやすくな

っています。さらに、共通テスト対策として、国家資格であるＩＴパ

スポートからも演習問題が出題されており、多様な準備が行える配慮

がなされています。 

最後に、公共につきましては、２４ページ３段目を御覧ください。

１２点の教科書の中から帝国書院「高等学校 公共」を引き続き選定

いたしました。新課程の公民科で新設された科目でございます。本校

では２年次生全員が使用いたします。 

教科書の大きさがワイドなＡＢ判であり、図版や写真、コラム、補

足解説が数多く掲載されています。また、章や節ごとの特設ページが

充実しており、授業の中で協働的・探究的な活動を取り入れやすくな

っております。そして昨年度、成年年齢が１８歳になったことも踏ま

え、契約時の注意点や消費者保護法について具体的な場面を用いて詳

しく扱っています。 

学習内容の前倒しにつきましては、高校教育課の御指導のもと、３

科目の教科書で早期購入を実施しております。例えば、数学において

は、１年次の約３分の２で数学Ⅰ、後半３分の１で数学Ⅱを使用して
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大谷委員 
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各委員 

 

竹居教育長 

 

大宮北高等学校
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学習します。数学Ⅲにつきましても、２年次２学期末から使用いたし

ます。 

他の教科につきましても、審議を重ね、校長決裁により提出させて

いただきました。採択に向けて御審議をお願いいたします。 

 

それでは、委員の皆様、御意見や御質問はありますか。 

 

浦和南高等学校として、どのような生徒を育てたいのかということ

を改めて伺いまして、そのために、この教科書を選定したというのを

一例で結構ですので挙げていただけますでしょうか。 

 

本校では、自分で主体的に考える生徒の育成を目指し、「文武自

考」の精神を掲げて指導をしております。 

いくつか思い入れのある教科書を挙げますと、先ほど申し上げた公

共の教科書は、成年年齢の１８歳への引き下げを受けて、契約時の注

意点や消費者保護法など、具体的な場面が詳細に書いてあります。

様々な題材について質問を投げかけ、生徒が少人数のグループで考え

るような授業を行いやすいよう、教科書の選定を行いました。 

 

他にありますか。 

それでは、浦和南高等学校の教科書につきましては、原案のとおり

採択してよろしいですか。 

 

＜異議なし＞ 

 

続いて、大宮北高等学校長から説明をお願いいたします。 

 

まずは、資料３５ページをお開きください。選定方針２、３にござ

いますように、生徒の「生きる力」を育み、生涯にわたって社会に貢

献できる人材の育成を実現するため、個々の能力の伸長、確かな学力

の定着を図ることのできる教科書であること、また大学進学にも対応

できる教科書であることを重視しております。そして、３８ページか

らございますとおり、新規を１２冊、継続で３３冊の教科書を選定い

たしました。 

本校は普通科、理数科の併置校でございます。また、スーパーサイ

エンスハイスクールとして、探究活動のベースとなる教科科目の知

識・技能の定着はもちろんのこと、論理的な思考力やコミュニケーシ

ョン能力を育成することを意識しております。さらに、リベラルアー

ツ的な視点を重視し、普通科は１、２年生で文理選択を行っておりま
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伊藤委員 

 

 

大宮北高等学校
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大谷委員 

 

 

大宮北高等学校

長 

せん。未来を生き抜く、今の子どもたちに、幅広い分野の素養の修

得、そして、能力の向上を目指してカリキュラムを編成しておりま

す。 

具体的に、教科書の選定につきまして、御説明申し上げます。 

例えば、数学につきましては、４１ページ下段と４２ページ、４３

ページ上段を御覧ください。すべての学年において、数研出版を選定

しました。これは、継続性や発展的な学びがしやすいこと、図の色な

どが使い分けされていて見やすいこと、例題や練習問題の数値がよく

練られていることを踏まえております。さらに、本校は全国的にもト

ップクラスのＩＣＴ先進校でございまして、数学でデジタル教科書を

使っており、生徒は視覚的に理解しやすくなっています。 

理科では、４３ページ中段と４４ページ、４５ページ上段を御覧く

ださい。いずれの科目の教科書も、私たちの生活に関連した例題や実

験を取り扱い、記述が丁寧で詳しく、図表や写真なども多く分かりや

すいです。また、ＱＲコードで読み取ることで、アニメーションの説

明動画があるのも特徴であり、ＩＣＴを活用して学習がしやすくなっ

ております。 

他の教科につきましても、校内で審議を重ね、校長決裁により、議

案書のとおり提出させていただいたところでございます。 

なお、資料５０ページですが、教科書選定委員会を「４ 選定の経

過」のように開催いたしました。教科書等の執筆に係る教員は、任命

しておりません。 

採択に向け、御審議をお願いいたします。 

 

 

それでは、委員の皆様、御意見や御質問はありますか。 

 

選択科目で新規の教科書を選定しているようですが、何か選定方針

が変わったのでしょうか。 

 

探究的な学びを重視した結果であり、特に方針が変わったわけでは

ありません。 

 

大宮北高等学校には理数科がありますが、理数科と普通科で教科書

を変えているのでしょうか。 

 

理数科と普通科で、特に教科書は変えておりません。大事なのは、

論理的に物事を考え、それを表現することであり、それに合致した教

科書を選定しております。 
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竹居教育長 

 

 

 

各委員 

 

竹居教育長 

 

大宮国際中等教

育学校長 

 

 

 

 

大宮北高等学校の目指す生徒像に向けて、特に思い入れのある教科

書について御紹介いただけますでしょうか。 

 

本校の校訓は「自主・自律・創造」でございます。特に、探究的な

学びを進めることが重要と考えております。生徒、保護者、教員の

Well-being を考えながら、どのように子どもたちのエージェンシーを

育てていくのか。子どもたちが主体的に考え、振り返って行動する、

そこに主眼を置いております。 

本校の数学ですが、ＩＣＴを活用すること、ＳＳＨであること、そ

ういったことを踏まえて、グループワーク、ペアワークの演習を実践

しているところでございます。そこを主体的に行うために、選定した

数学の教科書が役に立てば、と考えております。また、教員のスキル

やリテラシーの個人差に関わらず、最大限実践できるためのソフトウ

ェアを使いながら、ＩＣＴと親和性の高い教科書として、数学の教科

書を選定しております。 

 

学習内容の前倒しについて、理数科と普通科での違いはあるのでし

ょうか。理数科の方が早いということはありますか。 

 

数学において、理数科、普通科共に学習内容の前倒しを行っており

ます。理数科の方が時数が多いため、早く進んでいるところです。１

年生で数Ⅱ・Ｂに入り、３年生の５月から６月には数Ⅲ・Ｃが終わり

ます。 

 

他にありますか。 

それでは、大宮北高等学校の教科書につきましては、原案のとおり

採択してよろしいですか。 

 

＜異議なし＞ 

 

続いて、大宮国際中等教育学校長から説明をお願いいたします。 

 

お手元の資料５２ページの選定方針を御覧ください。 

４点挙げましたが、特に本校の特徴を踏まえた２点目と３点目がポ

イントです。委員各位のおかげさまをもちまして、本校は２０２１年

５月の International Baccalaureate Middle Years Programme 認定

に続き、２０２２年５月には Diploma Programme 認定を受けることが

できました。両プログラムを実施する国公立学校としては、全国で５
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番目の International Baccalaureate World School となりました。

国際バカロレア認定校として、また全生徒が６年一貫教育を受ける中

等教育学校として、それにふさわしい探究的で課題解決型の学習活動

を展開し、以って本校の学校教育目標を達成する一助とするべき教科

書を選ぶ視点で選定いたしました。 

５３ページから５４ページが使用教科書選定一覧、５５ページから

６５ページが選定理由になります。 

来年度、１期生が後期課程６年次に進むことから、今回選定した教

科書は高校１・２年生に当たる４・５年生分に６年生分を加えた１０

教科４２冊になります。 

なお、本校では高校の「情報Ⅰ」を３年生と４年生で分割履修して

いるため、教科書は３年生での早期購入になりますが、今回の選定教

科書に含めてあります。 

次に６６ページから６７ページの選定概要報告書に記しましたよう

に、校内で教科書選定委員会を組織し、選定いたしました。教科書等

の執筆に携わっている教職員は選定委員に任命しておりません。 

学校教育目標及び目指す学校像、また学習指導要領を踏まえ、未来

の学力を備え国際的な視野を持つ生徒の育成を、選定の大切な視点と

しております。 

そして、４の選定の経過にありますように、教科書選定の方針を教

科書選定委員会で校長から全教職員に周知し、各教科から提出された

選定案及び選定理由を確認し、校長の責任の下、選定案を決裁いたし

ました。 

今回は昨年度から増えた６年次用に新規採択した教科書を中心とし

て、昨年度からの継続の教科書以外で、変更のあった教科書の一例を

挙げて、教育課程及び学習活動の特徴とともに御説明いたします。 

学習指導要領をはじめ、教科の筆頭に置かれることの多い国語にお

いて、何よりも国語表現を５年次で必修としていることが本校ならで

はの特徴だと思います。県内はもとより全国的にも、全日制普通科の

学校では、必修どころではなく教育課程に位置付けられてさえいない

と聞いております。そのため教科書は、高校２年生向け新課程のもの

は２者から２種類しか発行されておりません。 

本校生徒が前期課程の１年生から既に４年間も取り組んでいる学習

活動を考えると、極めて基本的な内容ですが、探究的な学習や表現活

動を行う際に参考になることが多く掲載されており、さらに発展的に

学習に取り組むことにより、生徒の学力の向上に資すると考え、選定

いたしました。そのことを選定理由の３と４に込めました。 
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竹居教育長 

 

石田委員 

 

 

 

 

竹居教育長 

 

 

 

各委員 

 

竹居教育長 

 

曰く「本校の探究的な学習を行うための基礎となる活動内容が多く

収録されている。」、曰く「実践的な表現活動を授業で行う際に、教科

書をその基本として活用することができる。」 

こうした学習活動を全員が４年次で経た後に、５年次で履修する国

語表現の授業ということになりますから、今回選定いたしました教科

書を、本校としては「基礎・基本」として、より高いレベルのテーマ

と内容で学習に臨んでまいります。 

他の教科・科目におきましても、本校の目指す、探究型の授業を実

践するという方向性と、それを支える理念に恥じるまいとの思いで、

すべての教科書について校内で審議し、校長決裁により、議案書のと

おり提出させていただいたところです。 

なお、ＤＰを履修している本校の５年生及び６年生においては、多

くの教科・領域を学校設定科目としているため、教科書採択の対象と

なっておりません。この点を補足いたしまして、私からの説明は以上

とさせていただきます。採択に向けた御審議をお願いいたします。 

 

それでは、委員の皆様、御意見や御質問はありますか。 

 

校長先生が昨年度から力を入れているという国語表現、選定した教

科書を拝見しました。探究的な学習の内容が充実しており、面接技術

まで掲載されていました。非常に良い教科書で、他の学校にも選定し

ていただきたいと感じました。 

 

他にありますか。 

それでは、大宮国際中等教育学校の教科書につきましては、原案の

とおり採択してよろしいですか。 

 

＜異議なし＞ 

 

出席委員全員の賛成により、議案第７０号は原案のとおり可決さ

れました。ここで事務局の入替えを行います。準備ができ次第、再

開いたします。 

 

報告第２０号 令和４年度さいたま市一般会計歳入歳出決算（教育費）について 

 

竹居教育長 

 

 

教育財務課長 

続きまして、報告第２０号について事務局から説明をお願いしま

す。 

 

それでは資料の１ページをお開きください。 
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報告第２０号「令和４年度さいたま市一般会計歳入歳出決算（教

育費）について」を御説明します。  
２ページをお願いします。この表が、教育委員会に係る令和４年

度歳入・歳出決算の状況となっております。 
なお、決算額等を読み上げる際は、千円未満を切り上げ千円単位

とさせていただきますので御了承ください。 
まず、上段、歳入の表の一番下の行、局合計の欄を御覧くださ

い。 
教育委員会全体で当初予算額が１４１億５，７５４万１千円、そ

れに隣の補正予算額とその隣の前年度からの繰越事業の財源であ

る、繰越財源充当額を加えた、最終の予算現額は１５５億７４万９

千円となりました。 
予算額が見込に基づき積算した金額であるのに対し、実際に収入

すべきものとして決定した額、これを調定額と呼んでおりますが、

調定額は教育委員会全体で１５４億９,３８０万２千円、そのうち実

際に納入されました金額、収入済額が網掛けとなっている１４９億

７,８７７万２千円であり、この収入済額がいわゆる教育委員会の歳

入の決算額となります。 
歳入の中で一番収入済額が大きいのは表の上から３行目、１８款

の国庫支出金で決算額の約９５％、収入済額は１４１億４,７１６万

５千円となっております。 
続きまして、右から２番目の列、不納欠損額ですが、これはすで

に調定した歳入が、督促等を行ったにもかかわらず納付されずに時

効が到来してしまった場合や、法令等に基づいて債務を免除した場

合などについて、損失として処分を行った額をいい、令和４年度は

ありませんでした。 
続きまして、一番右側の列が収入すべき金額として調定を行った

ものの、年度内に収入できなかった金額、これを収入未済額と言い

ますが、教育委員会全体で５億１,５０３万１千円生じております。

収入未済額のうち約９８％を占めているのは１８款の国庫支出金で

すが、これは国の補助事業が年度内に完了しなかったことに伴い国

庫補助金を繰越処理したもので、事業の進捗に合わせ翌年度以降に

収入される予定となっております。 
次に歳出について説明申し上げます。ページの中ほど、歳出の表

を御覧ください。こちらが職員人件費を除きます教育費全体の決算

状況となります。 
９月定例会において市長より市議会に提出されるさいたま市行政

報告書の各局の決算概要が、職員人件費を除く形で作成されるた

め、同様の形で報告させていただきます。 
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令和４年度の当初予算額は、３３８億４,５０２万３千円であり、

それに補正予算額、前年度からの繰越額、そして、流・充用額を加

えた左から５つ目にあります４２４億７,０１７万６千円が最終予算

現額となりました。 
予算現額に対しまして実際に支出した支出済額の合計は、網掛け

となっている右から３つ目の欄、３３２億９,８３５万６千円となっ

ており、この支出済額が、教育委員会の人件費を除く令和４年度の

歳出の決算額となります。 
この令和４年度歳出決算額につきましては、こちらには記載はあ

りませんが、前年度との比較で約１７億円の増となっております。 
主な増減理由です。まず増加理由としては、小中学校の学校施設

リフレッシュ事業の実施により約１５億円、原油価格の高騰等に伴

う小中学校光熱水費等の増加により約９億円、老朽化した学校施設

の改修やトイレ洋式化の実施等により約８億円、教職員用端末更改

に伴う賃借料増及びプロジェクタの整備等により約６億円、中学校

体育館への空調機の新規整備により約５億円、新設大和田地区小学

校整備事業の進捗により約５億円、舘岩少年自然の家中規模修繕工

事の進捗により約２億円の増となりました。 
減少理由としては、大宮国際中等教育学校の後期校舎の整備完了

により約２６億円、青少年宇宙科学館の空調設備改修工事の完了に

より約４億円、学校給食センター中規模修繕工事の完了により約３

億円の減となりました。 
支出済額に対しまして、翌年度繰越額６７億２２万４千円の影響

を除いた一番右側の数値２４憶７,１５９万７千円が令和４年度予算

に対して生じた不用額ということになります。 
続きまして、３ページをお願いします。 
令和４年度決算につきましては、９月定例会に決算書等を提出し

議会の認定に付されることとなりますが、制度上事前に監査委員の

審査を受ける必要があり、本年７月に監査事務局におきまして、決

算審査が実施されました。 
今回の決算審査においてひまわり特別支援学校知的障害教育部門

高等部設置、公民館リフレッシュ事業、学校トイレ洋式化推進事業

の３事業を、令和４年度の主な事業として資料を提出いたしました

ので、この３事業について提出した資料を用いて、御説明します。 
まず、このページが特別支援教育室所管の「ひまわり特別支援学

校知的障害教育部門高等部設置」となります。 
なお、金額の読み上げにつきましては引き続き千円未満を切り上

げの千円単位とさせていただきます。 
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調書の上段、１の事業の概要でございますが、本事業はひまわり

特別支援学校に知的障害教育部門高等部を設置し、多様な障害のあ

る子どもたちが共に生きる力を育み、知的障害児の特別支援学校等

に係る教育環境の充実を図るものでございます。 
次に中段にあります２の事業の実施状況等でございます。 
ひまわり特別支援学校を肢体不自由と知的障害の併置校とし、既

存校舎の教室を活用することで、令和５年度の知的障害教育部門高

等部設置を実現しました。 
ひまわり特別支援学校は肢体不自由の特別支援学校であるため、

知的障害の高校生を受け入れるために必要な施設面での改修を実施

しました。また、生徒の教育活動のため、学校環境整備に通常必要

となる什器、職業教育課程で必要な清掃用具備品、授業で使用する

消耗品など、知的障害教育部門高等部の設置に必要な物品を購入し

ました。 
③の主な事業費内訳としましては、知的障害教育部門高等部開設

に伴う生徒用椅子・机消耗品購入費として３４万１千円、落下防止

ネット張り修繕費として３１１万３千円、ポリッシャー等清掃学習

用備品購入費として８５万１千円でございます。 
下段３の歳出予算執行状況でございますが、令和４年度の最終予

算現額Ａの合計１,３２７万１千円に対し、支出済額Ｂの合計は、１,
３２５万９千円、不用額Ｄの合計は１万２千円となっており、執行

率は９９.９％となっております。 
次に資料の４ページを御覧ください。 
生涯学習総合センター所管の「公民館施設リフレッシュ事業」で

ございます。 
調書の上段、１の事業の概要でございますが、本事業は、既存の

公民館を標準で６０年使用し、躯体の健全性調査の結果が良好な場

合には、８０年以上使用することを目標として、計画的に施設の改

修・建替え等を実施することにより、財政負担の平準化を図り、安

全・安心で持続的な学習環境の確保を目指すものでございます。 
次に中段にあります２の事業の実施状況等でございますが、令和

４年度は、大規模改修工事実施設計業務を３館、大宮南、上木崎、

西浦和公民館、中規模修繕工事を２館、日進、田島公民館を実施し

ました。 
工事の内容は、屋上防水の改修、外壁改修、床・壁・天井の内部

改修、便所改修、空調設備改修、照明設備のＬＥＤ化、太陽光発電

設備の設置などでございます。 
主な事業費内訳としましては、大砂土東公民館における躯体の健

全性調査に伴う環境検査手数料として１０万４千円、大宮南、上木
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竹居教育長 

 

大谷委員 

 

 

崎、西浦和公民館における大規模改修工事実施設計業務委託料とし

て３，６０６万１千円、日進、田島公民館における中規模修繕工事

請負費として５億６，８３３万１千円でございます。 
下段の３の歳出予算執行状況でございますが、令和４年度の最終

予算現額Ａの７億２,４８６万７千円に対し、支出済額Ｂは     

６億３,２４８万１千円、不用額Ｄは９，２３８万６千円となってお

り、執行率は８７.３％となっております。 
次に５ページを御覧ください。 
主な事業の３番目、学校施設管理課所管の「学校トイレ洋式化推

進事業」でございます。 
調書の上段、１の事業の概要ですが、本事業は、生活様式の変化

に伴い、洋式トイレが一般的となっており、子ども達が不便を感じ

ることがないように、トイレの老朽化に配慮しつつ、洋式トイレ等

の整備を進めるものでございます。 
次に中段にあります２の事業の実施状況等でございますが、令和

４年度は、国の補助金等を活用しながら、改修工事設計及び改修工

事を実施しました。 
入札時期を、年度当初に早めることによって、県や他市との入札

の競合を避けました。 
小学校の改修工事について、小学校２校１件として、工事１件あ

たりの金額を上げるなど、業者が入札しやすいようにしました。 
主な事業費内訳としましては、浦和地区におけるアスベスト調査

手数料として４２２万６千円、大門小学校外２校便所改修工事実施

設計業務委託料として１，０１８万円、上木崎小学校及び日進北小

学校便所改修工事請負費として２億１，６１１万７千円でございま

す。 
下段の３の歳出予算執行状況でございますが、令和４年度の最終

予算現額Ａの合計２８億９，４８６万１千円に対し、支出済額Ｂの

合計は２４億９，７９１万９千円、不用額Ｄの合計は３億９，６９

４万３千円となっており、執行率は８６．３％となっております。 
私からの説明は以上でございます。 
 
何かありますか。 

 

洋式トイレについてですが、改修が終了するのに何年程度かかる見

込みなのか教えてください。 

 

トイレの洋式化は、令和７年度までに洋式化率９０％を達成する予

定でございます。 
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学校施設管理課

長 

 

竹居教育長 

 

他にありますか。 

それでは、この件は終了といたします。 

 

議案第６８号 令和５年度さいたま市一般会計補正予算（教育費）について 

 

竹居教育長 

 

 

教育財務課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

続きまして、議案第６８号について事務局から説明をお願いしま

す。 

 

それでは、６ページの議案第６８号「令和５年度さいたま市一般

会計補正予算（教育費）について」を御説明します。 
１３ページをお願いします。まず初めに、提案理由でございま

す。 
今回の補正予算は、各事業における国庫補助金の交付決定額が想

定を上回ったことに伴う歳入予算の増額、及び尾間木小学校校舎等

改修事業（第２期）における継続費の変更について、市長に申出す

るものです。 
少しページは戻りまして、資料の８ページをお願いします。 
第１表「歳入歳出予算補正」でございますが、今回は、歳入のみ

の補正予算でございまして、合計で２億３，７３５万６千円の増額

補正をするものでございます。詳細については、のちほど御説明さ

せていただきます。 
９ページをお願いします。 
第２表「継続費補正」でございますが、尾間木小学校の校舎等の

改修工事において、工事受注者が公共工事設計労務単価の上昇によ

る請負代金額の変更を請求したことに伴い、契約額を変更するた

め、継続費の変更を行うものでございます。 
次に１１ページの歳入歳出補正予算事項別明細書をお願いしま

す。 
表の一番右側の節欄ですが、各補助金の内容を表記しています。 
国庫補助金の交付決定において、教育総務費補助金６，７５４万

７千円、小学校費補助金１億４，６２０万２千円、中学校費補助金

２，３６０万７千円、合計２億３，７３５万６千円が想定よりも上

回ったため、増額補正を行うものでございます。 
次に１２ページ継続費補正に関する調書をお願いします。 
先ほど御説明しました尾間木小学校の校舎等の改修工事におい

て、工事受注者が公共工事設計労務単価の上昇による請負代金額の
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竹居教育長 

 

 

 

各委員 

 

竹居教育長 

変更を請求したことに伴い、契約額を変更するため、継続費の変更

を行うものでございます。 
１５ページの「小学校施設等整備事業」につきましては、ただい

ま御説明しました尾間木小学校の校舎等の改修工事において、継続

費の変更を行うものでございます。 
説明は、以上でございます。御審議のほどよろしくお願いしま

す。 
    

何かありますか。 

それでは、議案第６８号につきましては、原案のとおりとしてよろ

しいですか。 

 

 ＜異議なし＞ 

 

出席委員全員の賛成により、議案６８号は原案のとおり可決され

ました。 

 

その他 全国学力・学習状況調査 中学校英語「話すこと」調査結果について 

       ＜非公開案件につき内容は省略＞ 

 

その他 いじめ防止対策推進法第２８条第１項に規定する重大事態の調査結果につ

いて 

       ＜非公開案件につき内容は省略＞ 

 

 以上をもちまして、本日の教育委員会会議の議事を終了いたしま

す。これにて、教育委員会会議を閉会いたします。 

 

８ 閉     会      午後３時５８分 

 


